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四日市市発注工事における労務費等を明示した
工事費内訳書等の提出について

令和8年9月

四日市市総務部調達契約課
四日市市上下水道局総務課
市立四日市病院総務課
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　入契法等の改正に伴い、公共工事では工事費内訳書及び請負代金内訳書に「労務費」、「材料
費」、「法定福利費の事業主負担額」、「建設業退職金共済制度の掛金」、「安全衛生経費」（以降 
「労務費等」 という。）を記載することが必要となりました。
　四日市市が発注する建設工事においては、令和８年１０月１日以降に調達契約課、上下水道局
総務課及び市立四日市病院総務課が公告・指名通知を行う案件から以下の対応が必要となります。

【入札時】
入札参加者は、労務費等を記載した『工事費内訳書』の提出が必要となります。
入札時に提出する工事費内訳書には労務費等の５項目すべて記載する必要があります。記載が抜け
ている場合又は記載欄が削除されている場合は、無効の入札として取り扱いますのでご注意ください。

　【契約後】

　　受注者は、労務費等を記載した『請負代金内訳書』の提出が必要となります。

✓この対応は労務費行き渡りの徹底という、入契法第１２条の趣旨を踏まえて実施するものです。
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①�労務費等が明示された内訳書の提出について　～令和８年１０月１日以降に公告・指名通知を行う案件から～

【入札時】
入札参加者は、労務費等を記載した『工事費内訳書』の

提出が必要となります。

【契約後】
受注者は、労務費等を記載した『請負代金内訳書』の

提出が必要となります。

「労務費等」とは、以下の金額をいいます。
a. 直接工事費のうち、労務費
b. 直接工事費のうち、材料費
c. 現場管理費のうち、法定福利費の事業主負担額

※建築工事は「工事原価のうち、現場労働者に係る法定福利費の事業
主負担額」となります。

d. 現場管理費のうち、建退共の掛金
e. 工事原価のうち、安全衛生経費

 工事費内訳書(入札時提出用)

工事名
会社名

代表者名

規格 単位 単価 金額
L1

式

L2
式

L3
式

L1
式

L1
式

L2
式

L1
式

L2
式

L1
式

L2
式

L1
式

L1
式

L1
式

（直接工事費のうち、労務費 円）
（直接工事費のうち、材料費 円）
（現場管理費のうち、法定福利費の事業主負担額 円）
（現場管理費のうち、建設業退職金共済制度の掛金 円）
（工事原価のうち、安全衛生経費 円）

消費税相当額

 1
工事費計

 1

　一般管理費等

 1
工事価格

 1

　現場管理費

 1
工事原価

 1

　共通仮設費（率計上）

 1
純工事費

 1

直接工事費

 1
共通仮設

 1

　土工

 1
　　掘削工

 1

工事区分・工種・種別・細別 数量 摘要
道路改良工事

 1
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a.労務費
直接工事費に含まれる労務費を記載してください。
労務費＝必須項目＋任意項目
※必須項目は必ず記載してください。
※任意項目は可能な限り記載してください。

b.材料費
直接工事費に含まれる材料費を記載してください。
材料費＝必須項目＋任意項目
※必須項目は必ず記載してください。
※任意項目は可能な限り記載してください。

表１ 工事費内訳書へ記載する内容（労務費） R8.1時点 表2 工事費内訳書へ記載する内容（材料費） R8.1時点



5

c.法定福利費
現場管理費に含まれる法定福利費の事業主負担額（建築工事にお
いては工事原価に含まれる現場労働者の法定福利費の事業主負担
額）を記載してください。

算出方法は以下のいずれかとしてください。
1.労務費を算出し、法定福利費を求める場合
労務費総額 × 法定保険料率

2.労務費の算出が困難な場合（目安）
工事価格×４％程度（工事価格当たりの平均的な法定福利費の割
合）

3.下請企業から提出された見積書を活用するケース
下請 A 法定福利費＋下請 B 法定福利費＋・・・
法定福利費を合算し算出

【参考】四日市市ＨＰ：法定福利費を明示した請負代金 
内訳書の提出について

https://www.city.yokkaichi.mie.jp/nyuusatsu-info/wp2/wp-content/
uploads/2025/06/20250602_houteihukurihi_syuuti.pdf

d.建退共掛金
現場管理費に含まれる建設業退職金共済制度の掛金を記載
してください。

四日市市発注工事における掛金の算出方法は、当面の間以
下のとおりとします。

●土木工事　契約金額×０．８／１０００ 以上
●建築工事　契約金額×１．０／１０００ 以上
●設備工事　契約金額×０．５／１０００ 以上
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e.安全衛生経費
工事原価に含まれる安全衛生経費を記載してください。
安全衛生経費＝
A 直接工事費に含まれる施工に直接必要な安全衛生経費
＋Ｂ 間接工事費に含まれる安全衛生経費

※直接工事費に含まれる安全衛生経費は必ず記載してください
※間接工事費に含まれる安全衛生経費は可能な限り記載してください。
ただし、これにより難い場合は、各団体の算出例を参考に記載してください。
【参考】B 間接工事費に含まれる安全衛生経費の算出例
国土交通省HP「建設工事における安全衛生経費の適切な支払いに向けて」において各団体の
算出例が公開されています。
下表のとおり、安全衛生経費率は労務費の8.9～12.0％となっています。

表3 各団体の算出例における安全衛生経費率

表４ 「安全衛生経費」の考え方（土木工事の場合）

＜参考＞
工事価格に
対する割合
（目安）

労務費に対する
割合

約4％約16％法定福利費

約3％約9～12％安全衛生経費
（率計上分）



7

金額を記載する際の注意事項

内訳書には金額の内訳として、
a.労務費�b.材料費�c.法定福利費の事業主負担額�d.建設業退職金共済制度の掛金�e.安全衛生経費の全ての項目を適切に計上し、
記載をお願いします。
ただし、当面の間、について、a.労務費�b.材料費�d.建設業退職金共済制度の掛金�e.安全衛生経費が次の１）、２）の場合は、
以下のとおり記載してください。

※c.法定福利費の事業主負担額は従前より見積の明示を求めていることから、以下取扱いの対象となりません。

１）すべてを計上できない場合、「算出不能」、「計上不可」等、その旨がわかるように記載してください。
２）一部のみ計上できない場合、計上可能な分のみ記載し、「一部のみ計上」等、その旨がわかるように記載してください。

上記の取扱いが認められるのは、市場単価方式や標準単価方式等を活用している場合等により算出が困難な場合に限ります。

内訳書の記載イメージ ※土木工事の場合

★入札時に記載した労務費等を契約時に見直す場合、契約後に提出する請負代金内訳書には見直し後の金額を記載してください。

（直接工事費のうち、労務費 28,000,000 円） 一部のみ計上
（直接工事費のうち、材料費 29,000,000 円） 一部のみ計上
（現場管理費のうち、法定福利費の事業主負担額 4,500,000 円）

（現場管理費のうち、建設業退職金共済制度の掛金 300,000 円）

（工事原価のうち、安全衛生経費 4,000,000 円）

b
c
d
e

a



②労務費ダンピング調査の実施について　～令和８年１０月１日以降に公告・指名通知を行う案件から～

・労務費ダンピング調査とは発注者が工事費内訳書の内容
を確認し、労務費等の適正性を調査する方法です。

・公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律
（平成１２年法律第１２７号）第１３条の規定に基づ
き、四日市市が発注する建設工事において、労務費ダンピ
ング調査を実施するにあたり必要な事項を定めるため、「四
日市市労務費ダンピング調査実施要領」を制定しました。

・労務費ダンピング調査は落札決定後に行います。
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